
私たち一人一人が社会的課題に気づき、日々の買物を通して、

その課題の解決のために、自分で何ができるのかを考えてみるこ

と、これがエシカル消費の第一歩です。

 

 

エシカル消費の 

行動例 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境」への配慮 
◇買物のときにマイバッグを使う 

◇長く使えるかを重要視して選ぶ 

◇エコ商品（リサイクル商品、認証ラベルのある商品）を選ぶ 

◇食品ロスを減らす 

◇３R（リデュース・リユース・リサイクル）を心がける 

◇省エネを心がける  

「地域」への配慮 
◇地産地消 

◇伝統品を購入する  

◇被災地の産品を選ぶ  

「人」や「社会」への配慮 
◇福祉施設で作られた製品を購入する 

◇売上金の一部が寄付につながる商品を選ぶ  
◇国際フェアトレード※商品を選ぶ 
  
 ※開発途上国の原料や製品を適正な価格で継続的に購入 
することにより、立場の弱い開発途上国の生産者や労働者 
の生活改善と自立を目指す「貿易のしくみ」です。 

山形市消費生活センター  
山形市城南町１－１－１霞城セントラル３階 
〈相談受付〉火～日(月・祝休館)午前９時～午後５時     
〈相談専用電話〉０２３－６４７－２２１１ 

消費者ホットライン１８８
い や や

もご利用ください 

山形市公式 LINE 
にて毎月センター 
情報を配信中です 

 

あなたの消費行動が未来をかえる！ 

～エシカル消費～ 
 

山形市消費生活センター情報 2024 年 4 月号 

 

「エシカル消費」とは 
エシカルとは「倫理的」という意味です。地域の活性化や雇用などを含む、 

人・社会・地域･環境に配慮した消費行動のことを「エシカル消費」といいます。 

持続可能な社会を実現するために、今エシカル消費の普及が求められています。 

 

国際フェアトレード認証ラベル 

 


